
１ めざす学校像

２ 中期的目標

宣 真 高 等 学 校

平成29年度　宣真高等学校　学校評価総括

　仏教的な慈愛の精神を基調とした、他者への思いやりを実践できる女性を育成するとともに、社会
において自主的・自立的に活躍できる女性となるためのキャリア教育の充実を目指す。生徒一人一人
の個性、適性をよりよく伸ばし、生き生きと自己表現できる教育環境を整えたい。規範意識、公衆道
徳、マナーの面において他者の模範となるような生徒を養成して、地域から信頼される学校でありた
い。

１.学習指導の補強
①学習到達度の低い生徒への対応として、各学年ごとに定期考査の一定期間前から勉強会を設け、継
続的な指名講習、希望者対象のまとめ講習を常態化する。
②コース・エリア独自に設定した授業、設定科目を見直して、希望する進路に寄与する知識・技能を
習得させる。

２.進路指導における自立心の育成
①１年次から将来的な展望を探らせるために、職業体験や職業セミナーといった外部の催しに積極的
に参加させて、多様な職種と自己の可能性について考察する機会を作る。
②教室外登校生や不登校生の転学・退学率を下げ、カウンセリング室対応等を通じて、学習・行事参
加・進路保障の設定をより有意義な形にする。

３.安全指導の強化
①痴漢・自転車事故・薬物被害、ネット犯罪等に遭わないよ、起こさないように防犯意識を高める。
②「いじめ」につながるトラブル・誹謗中傷を起こさないように、情報モラルと人権尊重を高める。

４．教育支援活動の効率化
・学習、学校活動において困難な事由を有する生徒について、特に他の機関、組織と情報交換を行
い、対象生徒の円滑な学校生活につながるような協力体制を合理化する。



３ 本年度の取組および自己評価

中期的
目標

①学習到達度の

　底上げ、欠点補習の

　定着

②コース・エリア

　　の特色作り

①進路・職業に対する

　　意識付け
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①池田市民文化会館におけ
る各学年ごとの進学ガイダ
ンス職業体験セミナー、外
部進学相談会に生徒を引率
参加。大小内外合わせて20
回開催の達成状況。結果、
進学決定者は大学が昨年度
比同数、短大3人減、専門
学校2名増。就職決定者は
ほぼ同数。進学に対する意
識付けは好結果だが、面接
における問答に自信のない
生徒が多く、面接練習の志
願者が近年増加し、対応が
大変な現状である。

①1年次校外の職業体験
セミナー、進学相談会
などに連れて行き、職
種と勤労の意義を学ぶ
きっかけとする。進
学・就職に向けての意
欲を底上げし、進路未
決者を減らす。ハロー
ワークとの連携による
筆記・面接対策の策
定。

①実施回数、取組状
況、進路決定率、面
接練習の希望度
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①考査前に成績不良者対象
に根気強く教科別講習を
行っており、考査での成績
上昇率も６割程度と前年度
より下降気味の成果となっ
たが、指名参加率は引き続
き良好で、保護者からの満
足的言辞も懇談ではよく聞
かれる。一方で、理解度が
高い生徒のためにもなんら
かの手を尽くそうという意
識はあるが実践の効果は未
確認。また授業中の居眠
り・私語への注意指導や
チャイム同時入室も前年度
より高まっており、この点
についても生徒保護者から
も好評価を待ちたいところ
である。

①課題や宿題を効果的
に実施したり、各学年
で、欠点保有者と科目
を調査して、科目担当
者を学年団からおのお
の選び、補講教室と時
間割を組んで生徒に公
表する。まとめ講習は
希望制で受け付ける。

①宿題の設定状況、
呼び出し補習の実施
期間、指名生徒参加
率、考査での欠点回
復率、懇談時の保護
者からの評価

②コース別のガイダンス、
外部での説明会、コースセ
ミナー、大学短大別のバス
ツアーの計画などを同規模
で実施できた。大学、専門
学校の講師を招いてのガイ
ダンスも安定定着した。エ
リアの選択講座の見直しも
図り、生徒の要望に合った
講座に整理した。看護系
コースの予備校と提携して
の課外授業は好評である。
パティシエコースの農園で
の稲作作業も次年度は予定
している。有意義な体験型
学習などを計画したい。

②コースやエリアのガ
イダンスを行い、それ
ぞれの目標と意義を生
徒に強く認識させ、効
果的な内容を精査す
る。

②各教科、各コー
ス、各エリアの行事
や計画策定、選択講
座の見直し、放課後
講習の策定

今年度重点目標
具体的な取組
計画・内容

評価指標
達成状況と
自己評価



②不登校生への

　対応と進路保障

①防犯・無事故に

　つながる指導の徹底

②友人間トラブル

　を起こさない指導
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①薬物講習、痴漢対策講
習、自転車事故に関する交
通安全講習を警察関係者や
自動車学校を講師に招いて
実施。プロジェクターや寸
劇を交えての講演は、生徒
にわかりやすい工夫がなさ
れており、事後のアンケー
トでも好評であった。しか
し日常の不注意による打撲
捻挫骨折は後を絶たず、生
きる力にも結びつく「注意
深さ」「予見力」を軸に安
全指導を組み立てる必要を
感じる。

①尐年サポートセン
ターによる薬物講習、
痴漢対策講習、薬物講
習、また自転車の安全
運転の講習の実施。長
期休暇に入る前の各終
業式での注意喚起のた
めの訓示。

①実施内容、実施回
数、講師、被害件数

②全体での情報モラル
講習の実施。各学年の
全体集合による、不用
意な発言(ＳＮＳ)の自
制についての訓示を各
学期に実施。

②生徒指導事故の発
生率、学年指導内の
トラブルの状況、Ｓ
ＮＳルール順守・違
反の現場状況

②情報モラル教育と人権教
育は学年別に全体HRで講師
を招いて実施。情報モラル
教育はいまや毎学期学年Ｈ
Ｒで行われていると言って
も過言ではない。精神の未
熟さ、他者への同化配慮の
欠如はスマホ使用を介した
生徒間トラブルの温床であ
る。常に生徒間の人権意識
を高め、教員に相談しやす
い雰囲気作りと、いじめの
芽の早期発見に努め続けた
い。
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支援学校との連携

豊中支援学校への相
談、コーディネーター
派遣要請、校内支援委
員会との会合・連携

相談対象生徒の個別
指導案と教育支援教
育案の完成度、保護
者・担任・学年団と
の意思統一の度合
い・対象生徒家庭の
満足度

担任学年とＣＲ係教員が対
象生徒・保護者とのかかわ
りや言動について、逐一記
録を取っていたおかげで齟
齬なく、派遣コーディネー
ターとの相談も「解決」す
る『目的」のための「分
担」、という枠を明確にし
て臨んだので、話がブレる
ことなく支援についての計
画方針がまとまった。事前
準備がスピーディーさを生
むと実感した。

の
育
成

②カウンセリング室生同士
の関係の調整、配慮生の選
定については適切に行われ
ている様である。行事参加
状況も同室担任の引率の
下、可能な限りの参加がな
され、進路決定も本人の希
望に沿う状態であり、呼び
出し講習も実施できてい
る。一昨年よりの担任２人
制は、外部研修も交替で参
加することが可能となり、
カウンセリング部門の最新
の知見を反映できている。

②段階を踏んでのカウ
ンセリング室生の認
定、学年における配慮
生の選定、カンセリン
グ室担当者の引率によ
り、教室外登校生を各
種進路ガイダンスに参
加させる。校外学習、
文化祭、体育祭等の学
校行事にも進んで参加
するよう誘導する。

②カウンセリング室
生の行事・ガイダン
スへの参加度、進路
決定者数、カウンセ
リング体制のルール
見直し



４ 学校関係者評価

学校関係者は自己評価の結果を踏まえ、次のように評価している。

①呼び出し補講は引き続き継続してほしい。成績が低迷したままの生徒を見過ごさないという学校の
姿勢は評価できる。「勉強会」を受けることで、考査後の学習内容のステップにもスムーズにつなが
ると思われるので、たいへん有意義だと思われる。
②授業進度、内容のレベル、課題の量について不満を感じている、潜在的な理解度の高い生徒の期待
にも応えられるような授業を工夫してもらいたい。
③授業中にまじめな姿勢をとっていない生徒は、心理状態や家庭状況などに原因があることも考えら
れるため、画一的に厳しくたしなめることで終わらず、注意後のフォローや担任その他との情報交換
を通じて、その生徒が平常心で臨める環境整備に協力してあげてほしい。
④特色あるコースの授業やイベントは、生徒がとても意欲的になり特別感を感じているようだ。満足
度の高い授業設定を今後も数多く案出してもらいたい。
⑤放課後の希望者講習の設定は評価できる。その成果についても客観的な評価が望まれる。
⑥進学、就職についてのガイダンスは有意義と思われ、人気学部・学科や人気職種、有望な方面とい
うのは、時代により変化のあるものだから、これからも毎回最新の情報を生徒に提示してほしい。
⑦就職希望者への対応、講師による研修、夏休みの登校指導などは意識付けの観点から、高く評価で
きる。
⑧女子高なので女子ならではの危険とその予防対策について、よく啓蒙・講習がなされていると評価
できる。
⑨スマホ等ＳＮＳを使っての友人間トラブルや誹謗中傷について、保護者も学校の方針に歩調を合わ
せて、家庭でもしっかり注意指導しないと、なかなか事故発生数は減らないと思われる。
⑩いじめの早期発見と事後の関係生徒への心のケアを、引き続き間違いのないように指導してほし
い。
⑪支援計画については、関係機関と緊密な情報交換を行い、本人にとって望ましい学校生活となるよ
うに教員間ネットワークが有効に機能している点は頼もしい。あらゆるケースにおいて積極的に、対
応してもらいたい。


